
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
（

月

日
）
を
前
に
、
福
岡
県
眼
科
医
会

な
ど
の
主
催
に
よ
る
第

回
「
目

の
健
康
講
座
〜
守
ろ
う
、
健
康
な

瞳
〜
」
が
、
約
３
５
０
人
の
市
民

が
参
加
し
て
福
岡
市
・
天
神
の
ア

ク
ロ
ス
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
。
第

１
部
で
は
、
福
岡
県
眼
科
医
会
副

会
長
の
皆
良
田
研
介
氏
を
座
長

に
、
大
阪
大
学
大
学
院
視
覚
情
報

制
御
学
寄
附
講
座
教
授
の
前
田
直

之
氏
が
、
水
晶
体
と
角
膜
の
働
き

と
病
気
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。
第

２
部
で
は
、
福
岡
県
眼
科
医
会
会

長
の
吉
富
文
昭
氏
を
座
長
に
、
九

州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
眼
科

学
分
野
教
授
の
石
橋
達
朗
氏
が
、

加
齢
黄
斑
変
性
を
中
心
に
、
加
齢

と
目
の
病
気
に
つ
い
て
講
演
。
目

に
異
変
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
早

め
に
眼
科
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
訴
え
た
。
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わ
が
国
に
は

目
の
不
自
由
な

方
が
約

万
人

も
お
ら
れ
、
そ

の
う
ち
約
５
万

人
の
方
が
、
角

膜
の
濁
り
に
起

因
す
る
視
覚
障

害
者
で
す
。
角

膜
と
は
目
の
白

い
部
分
に
囲
ま

れ
た
「
黒
目
」

と
呼
ば
れ
る
透

明
な
組
織
で
す
が
、
病
気
や

け
が
な
ど
で
濁
り
が
発
生
す

る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ

の
濁
っ
た
角
膜
を

取
り
除

い
て
、
透
明
な

角
膜
に
置

き
換
え
る
の
が

角
膜
移
植

で
す
。

し
か
し
、
角
膜
移
植
を
希

望
す
る
方
は
非
常
に
多
い
の

に
、
角
膜
の
献
眼

数
が
足
り
な
い
た

め
、
十
分
な
移
植

手
術
が
で
き
な
い

状
況
で
す
。
よ
り

多
く
の
方
に
ア
イ

バ
ン
ク
に
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
目
の
見
え
な

い
多
く
の
方
が
光

を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
る
の
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
‖
福
岡
県

医
師
会
ア
イ
バ
ン
ク
‖
電
話

０
９
２

４
３
１

４
５
６
４

見えることの喜びを
より多くの人に

アイバンク登録のお願い

福
岡
県
眼
科
医
会
理
事

賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
賑
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現
在
、
わ
が
国
に
は

約
１
万
３
千
人
の
眼
科
医
が
い

る
が
、
石
橋
教
授
は
日
本
眼
科

学
会
理
事
長
と
し
て
、
そ
の
頂

点
に
立
ち
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

石
橋

日
本
で
の
白
内
障
の

手
術
は
年
間
１
０
０
万
件
で
、

歳
以
上
の

人
に
１
人
が
緑

内
障
、
約
１
６
６
万
人
が
糖
尿

病
網
膜
症
だ
。
今
回
は
約

万

人
の
患
者
が
い
る
加
齢
黄
斑
変

性
を
取
り
上
げ
た
い
。

視
覚
障
害
の
原
因
を
見
る

と
、
１
９
９
１
年
で
は
１
位
糖

尿
病
網
膜
症
、
２
位
白
内
障
、

３
位
緑
内
障
、
４
位
網
膜
色
素

変
性
症
、
５
位
高
度
近
視
と
な

っ
て
い
る
。
２
０
０
５
年
に
は

１
位
緑
内
障
、
２
位
糖
尿
病
網

膜
症
、
３
位
網
膜
色
素
変
性
症
、

４
位
加
齢
黄
斑
変
性
、
５
位
高

度
近
視
に
変
わ
っ
た

突
然

多

く
な
っ
た
感
じ
の
加
齢
黄
斑
変

性
だ
が

米
国
で
は
失
明
原
因

の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る

網
膜
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
直
径

約
１
・
５
㍉
の
円
形
部
分
が
あ

り
、
こ
れ
を
黄
斑
と
呼
び
、
そ

の
真
ん
中
を
中
心
窩か

と
呼
ぶ
。

網
膜
に
は
光
を
感
じ
る
細
胞
が

数
億
個
あ
る
が
、
こ
の
黄
斑
部

分
に
は
視
力
を
支
え
る
重
要
な

細
胞
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
こ

に
異
常
が
発
生
す
る
と
視
力
の

低
下
を
引
き
起
こ
す
。

●
破
れ
や
す
い
新
生
血
管

黄
斑
に
加
齢
に
伴
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
異
常
を
生
じ
る
の
が
加

齢
黄
斑
変
性
だ
。
大
き
く
「
萎

縮
型
」
と
「
滲し

ん

出
し
ゅ
つ

型
」
の
２

種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
「
萎
縮

型
」
は
黄
斑
部
の
網
膜
細
胞
が

徐
々
に
萎
縮
・
減
少
し
て
い
く

も
の
で
、
症
状
は
長
期
に
わ
た

っ
て
じ
わ
じ
わ
と
進
む
た
め
、

視
力
も
ゆ
っ
く
り
と
低
下
し
て

い
く

欧
米
人
に
多
く

治
療
法

は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い

も
う
一
つ
の
「
滲
出
型
」
は

日
本
人
に
多
い
。
初
期
病
変
と

し
て
は
、
網
膜
の
下
に
ド
ル
ー

ゼ
ン
と
い
う
老
廃
物
が
た
ま
る

と
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
新
し
い

血
管
が
伸
び
て
い
く
。
こ
の
新

生
血
管
は
も
ろ
く
破
れ
や
す
い

た
め
、
出
血
し
た
り
、
血
液
成

分
が
に
じ
み
出
た
り
し
て
、
網

膜
の
下
に
た
ま
り
、
黄
斑
の
機

能
が
損
な
わ
れ
る
た
め
、
視
野

の
中
心
部
が
見
え
に
く
く
な

る
。
こ
の
症
状
は
急
激
に
進
む

こ
と
も
あ
る
か
ら
要
注
意
だ
。

網
膜
下
の
出
血
は
ず
っ
と
続
く

わ
け
で
は
な
い
が
、
治
ま
る
と

瘢は
ん

痕こ
ん

組
織
、
い
わ
ゆ
る
カ
サ
ブ

タ
が
で
き
る
た
め
、
さ
ら
に
視

力
が
損
な
わ
れ
る
。

日
本
人
の
加
齢
黄
斑
変
性
の

特
徴
と
し
て
は
、近
年
急
増
し
、

年
前
の
欧
米
の
発
症
率
に
近

づ
い
て
い
る
こ
と
、
男
性
は
女

性
の
３
倍
も
多
く
発
症
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
発
症
の
原

因
は
現
在
も
不
明
だ
が
、
遺
伝

的
な
体
質
の
他
、
危
険
因
子
と

し
て
は
生
活
習
慣
、
特
に
喫
煙

習
慣
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

診
断
は
通
常
の
視
力
検
査
、

眼
底
検
査
や
造
影
剤
を
注
射
し

て
眼
底
カ
メ
ラ
で
観
察
す
る
蛍

光
眼
底
造
影
検
査
が
あ
る
。
近

年
は
一
瞬
で
網
膜
の
層
構
造
を

観
察
で
き
る
優
れ
た
網
膜
断
層

検
査
が
登
場
し
、
診
断
の
精
度

が
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。

●
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
で
効
果

治
療
法
と
し
て
は
、
新
生
血

管
が
中
心
窩
か
ら
離
れ
た
場
所

に
あ
る
場
合
は
、
レ
ー
ザ
ー
光

線
を
当
て
て
血
管
を
消
失
さ
せ

る
凝
固
治
療
を
行
う
。し
か
し
、

新
生
血
管
が
中
心
窩
の
下
に
あ

る
場
合
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を

当
て
る
と
正
常
な
網
膜
も
傷
つ

け
て
し
ま
う
。こ
の
場
合
に
は
、

注
射
し
た
薬
剤
が
新
生
血
管
に

集
ま
る
現
象
を
利
用
し
、
柔
ら

か
な
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
当
て
て

新
生
血
管
だ
け
を
ふ
さ
ぐ
光
線

力
学
的
療
法
を
行
う
。

し
か
し
、
近
年
、
新
生
血
管

を
や
っ
つ
け
る
画
期
的
な
薬
剤

が
開
発
さ
れ
た
。
硝
子
体
に
直

接
、
注
射
す
る
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬

で
あ
り
、
治
療
効
果
が
と
て
も

高
い
。
月
１
回
の
注
射
を
少
な

く
と
も
３
カ
月
続
け
て
経
過
を

観
察
し
、
そ
の
後
は
必
要
に
応

じ
て
継
続
す
る
。
こ
の
抗
Ｖ
Ｅ

Ｇ
Ｆ
剤
は
３
種
類
あ
り
、
病
状

や
副
作
用
を
考
慮
し
て
使
い
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

眼
科
医
の
診
断
を
受
け
て
処
方

さ
れ
る
有
効
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト

も
登
場
し
て
い
る
。

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
人
工

多
能
性
幹
細
胞「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」

を
使
っ
た
研
究
は
、
副
作
用
が

出
な
い
か
な
ど
、
当
面
は
安
全

性
の
確
認
が
主
な
目
的
だ
。
実

用
化
ま
で
に
は
、
ま
だ
か
な
り

の
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

加
齢
黄
斑
変
性
は
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
大
切
だ
。
週

１
回
は
寝
起
き
に
窓
枠
や
格
子

状
の
模
様
を
見
詰
め
、
視
野
に

ゆ
が
み
、
ぼ
や
け
、
暗
い
部
分

が
な
い
か
を
片
目
ず
つ
チ
ェ
ッ

ク
。
見
え
方
に
異
変
を
感
じ
た

ら
、
迷
わ
ず
眼
科
を
受
診
し
て

ほ
し
い
。

次
第
に
視
野
が
狭
く
な
る
網

膜
色
素
変
性
症
は
、
視
細
胞
が

減
少
し
て
い
く
進
行
性
の
遺
伝

性
疾
患
で
、
全
国
の
患
者
数
は

約
３
万
人
、
失
明
原
因
の
上
位

を
占
め
て
い
る
。
九
州
大
学
で

は
、
視
細
胞
を
保
護
す
る
タ
ン

パ
ク
質
の
遺
伝
子
を
組
み
込
ん

だ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
（
遺
伝

子
の
運
び
役
）
を
病
変
部
に
投

与
し
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
遺
伝

子
治
療
を
始
め
た
。
新
薬
の
製

品
化
な
ど
新
た
な
治
療
法
の
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。

吉
富

最
新
の
治
療
法
や
薬

剤
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
目
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
い
っ
そ
う

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
と

思
う
。

黄
斑
変
性
は
米
国
並
み
に

急
激
に
進
行
す
る
タ
イ
プ
が
特
徴

座
長
・
福
岡
県
眼
科
医
会
会
長
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九州大学大学院医学
研究院眼科学分野教授

いしばし・たつろう 1975年、

九州大学医学部卒業後、同学部眼

科学教室入局。77年、同学部大学

院入学。81年、同大学院修了後、

同学部眼科助手。84年、米国南カ

リフォルニア大学ドヘニー眼研究

所に留学。帰国後、九州大学医学

部眼科講師、助教授を経て、2001

年から現職。13年から同大学副学

長兼任。専門は網膜硝子体、糖尿

病網膜症、加齢黄斑変性。
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まえだ・なおゆき 1984年、高

知医科大学（現高知大学医学部）

卒。92年、米国ルイジアナ州立

大学眼科リサーチフェロー。95

年、大阪大学眼科学教室助手。9

9年、同教室講師。2001年、大阪

大学大学院感覚機能形成学助教

授。04年から現職。専門は角膜

疾患の治療、角膜移植、白内障

手術。

大阪大学大学院視覚
情報制御学寄附講座教授

角
膜
の
部
分
移
植
で
成
果

ド
ラ
イ
ア
イ
に
新
点
眼
薬
が
登
場

皆
良
田

前
田
教
授
が
お
ら

れ
る
大
阪
大
学
は
、
角
膜
移
植

を
含
め
た
再
生
医
療
の
研
究
で

は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て

い
る
。
貴
重
な
話
を
伺
い
た
い
。

前
田

人
は
外
界
か
ら
の
情

報
の

％
を
、
視
覚
か
ら
得
る

と
い
わ
れ
る
。
目
の
病
気
は
命

に
か
か
わ
る
こ
と
は
少
な
い

が
、
生
活
の
質
の
低
下
を
も
た

ら
す
か
ら
注
意
が
必
要
だ
。

目
に
入
っ
た
光
は
角
膜
、
水

晶
体
、
硝
子
体
を
通
っ
て
網
膜

の
上
に
像
を
結
ぶ
。
そ
の
情
報

は
視
神
経
を
通
し
て
脳
に
伝
え

ら
れ
、
映
像
と
し
て
認
識
さ
れ

る
。
目
の
働
き
は
カ
メ
ラ
に
例

え
る
と
、
水
晶
体
は
レ
ン
ズ
、

網
膜
は
フ
ィ
ル
ム
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

水
晶
体
は
タ
ン
パ
ク
質
が
詰

ま
っ
た
透
明
な
袋
で
、
周
囲
に

糸
の
よ
う
な
毛
様
小
帯
が
あ

り
、
こ
れ
で
レ
ン
ズ
の
形
を
調

節
し
、
網
膜
に
ピ
ン
ト
を
合
わ

せ
る
。
こ
の
水
晶
体
が
濁
っ
て

光
を
通
し
に
く
く
な
る
の
が
白

内
障
で
、
進
行
す
る
と
瞳
が
白

く
な
る
。
発
症
の
原
因
は
加
齢

が
最
も
多
い
が
、
糖
尿
病
や
薬

物
の
副
作
用
、
虹
彩
部
分
の
炎

症
や
胎
内
感
染
、
交
通
事
故
な

ど
も
原
因
と
な
る
。
年
齢
と
と

も
に
白
髪
が
増
え
る
よ
う
に
白

内
障
の
発
症
も
増
え
る
が
、
症

状
が
軽
い
よ
う
な
ら
、
あ
ま
り

心
配
し
な
く
て
よ
い
。

●
白
内
障
も
多
く
の
タ
イ
プ

白
内
障
に
も
水
晶
体
の
周
辺

が
濁
る
皮
質
白
内
障
、
真
ん
中

が
濁
る
核
白
内
障
、
袋
の
部
分

が
濁
る
嚢の

う

下か

白
内
障
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。
主

な
自
覚
症
状
と
し
て
は
、
濁
り

が
あ
る
場
合
に
は
、
像
が
か
す

ん
で
見
え
た
り
、
明
る
い
所
で

は
ま
ぶ
し
く
て
見
え
に
く
く
な

っ
た
り
す
る
。
ゆ
が
み
が
あ
る

場
合
に
は
、
一
時
的
に
近
く
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
眼

鏡
が
合
わ
な
く
な
っ
た
り
、
像

が
二
重
、
三
重
に
見
え
る
こ
と

も
あ
る
。

治
療
と
し
て
は
点
眼
剤
や
内

服
薬
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も

進
行
を
予
防
す
る
も
の
で
、
根

治
に
は
手
術
が
必
要
だ
。
症
状

に
応
じ
て
三
つ
の
手
術
法
が
あ

る
が
、
現
在
は
水
晶
体
の
袋
を

小
さ
く
切
開
し
、
超
音
波
発
生

機
で
皮
質
と
核
を
乳
化
・
吸
引

後
、
眼
内
レ
ン
ズ
を
入
れ
る
手

術
が
主
流
だ
。
保
険
適
用
の
眼

内
レ
ン
ズ
で
は
老
眼
は
治
ら
な

い
が
、
保
険
適
用
外
だ
が
、
新

し
い
遠
近
両
用
レ
ン
ズ
も
開
発

さ
れ
た
。

白
内
障
の
手
術
は
、
ま
す
ま

す
安
全
に
な
っ
て
い
る
が
、
水

晶
体
の
状
態
や
感
染
症
の
リ
ス

ク
な
ど
も
あ
り
、
や
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
他
に
目
の
病
気

が
な
け
れ
ば
、
良
好
な
視
力
の

回
復
が
見
込
め
る
。
専
門
家
と

よ
く
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。角

膜
は
眼
球
の
形
を
保
ち
、

外
界
か
ら
の
バ
リ
ア
ー
と
な
り

な
が
ら
、
透
明
な
レ
ン
ズ
と
し

て
働
く
。
そ
の
表
面
を
潤
す
涙

が
栄
養
分
や
酸
素
を
供
給
。
病

原
体
を
洗
い
流
し
、
水
分
で
表

面
を
滑
ら
か
に
す
る
。
涙
は
上

ま
ぶ
た
の
裏
に
あ
る
涙
腺
か
ら

ま
ば
た
き
に
よ
っ
て
供
給
さ

れ
、
目
頭
か
ら
鼻
に
排
出
さ
れ

る
。●

レ
ー
ザ
ー
角
膜
切
除
術
に

注
目角

膜
の
病
気
で
多
い
の
が
、

涙
が
減
少
し
て
目
が
乾
き
、
痛

み
や
か
ゆ
み
、
充
血
や
視
力
の

低
下
を
引
き
起
こ
す
ド
ラ
イ
ア

イ
だ
。
国
内
で
は
８
０
０
万
人

以
上
が
発
症
し
て
い
る
。
原
因

は
自
己
免
疫
疾
患
の
一
種
で
あ

る
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
や
涙

が
蒸
発
す
る
タ
イ
プ
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
る
。

治
療
は
点
眼
が
基
本
だ
が
、

原
因
疾
患
の
治
療
、
環
境
改
善

の
他
、
目
頭
の
「
排
水
口
」
で

あ
る
涙
点
を
ふ
さ
ぐ
プ
ラ
グ
手

術
も
あ
る
。
最
近
、
水
分
と
粘

性
成
分
・
ム
チ
ン
の
分
泌
を
促

す
点
眼
薬
が
、
世
界
に
先
駆
け

て
日
本
で
発
売
さ
れ
、
保
険
適

用
と
な
っ
て
い
る
。

感
染
性
角
膜
炎
の
患
者
数

は
、

歳
代
と

歳
代
に
ピ
ー

ク
が
あ
り
、

歳
代
の
発
症
例

で
は

％
が
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
使
用
者
だ
。
ア
カ
ン
ト
ア
メ

ー
バ
感
染
は
重
症
化
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

は
清
潔
な
利
用
を
心
掛
け
て
ほ

し
い
。

角
膜
の
再
生
治
療
と
し
て
は

角
膜
移
植
が
あ
る
。
悪
い
部
分

を
全
て
取
り
換
え
る
全
層
角
膜

移
植
は
、
歴
史
が
古
く
最
も
安

定
し
て
い
る
。
最
近
、
小
さ
な

部
分
だ
け
を
移
植
す
る
角
膜
パ

ー
ツ
移
植
が
開
発
さ
れ
、
治
療

成
績
が
向
上
。
ま
た
、
角
膜
の

汚
れ
た
表
面
だ
け
を
薄
く
削
る

エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
角
膜
切
除

術
は
、
移
植
な
し
で
治
療
が
で

き
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
の
角
膜
移
植
は
、
毎

年
約
１
４
０
０
眼
行
わ
れ
て
い

る
が
、
移
植
希
望
者
は
常
時
３

５
０
０
人
以
上
で
ド
ナ
ー
不
足

の
状
態
だ
。
現
在
は
遺
族
の
同

意
が
あ
れ
ば
献
眼
が
可
能
に
な

っ
た
。
１
人
の
献
眼
で
２
人
が

見
え
る
喜
び
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

皆
良
田

白
内
障
の
手
術
で

も
一
人
一
人
の
症
状
を
見
極
め

て
行
う
。
簡
単
に
で
き
る
も
の

と
考
え
な
い
で
、
眼
科
医
と
よ

く
相
談
し
て
ほ
し
い
。

座
長
・
福
岡
県
眼
科
医
会
副
会
長
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「守ろう、健康な瞳」をテーマに開かれた「目の健康講座」
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